
令和元年度 地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）活用の成果最終報告

まち・ひと・しごと創生寄附活用事業名 「 地域の景観資源活用事業 」

寄附を頂いた企業 ： 株式会社ＣＰＣ 様
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 様

写真講師と「やまがた景観物語おすすめビューポイント」
を巡るフォトツアー

「『やまがた景観物語』おすすめビューポイントとは

山形県には、ほかでは見る事の出来ない美しい景観が数多くあります。その中からぜひ一度は足を運んでいただきたいおすすめの場所として「『やまがた景観物語』おすすめビューポイント」を選定し、

様々な企画を通して、地域の活性化や交流人口の拡大に取組んでおり、これまでに県内外から、年間1万人を越える方々（QRコード読み取り数より）がビューポイントを訪れています。

ビューポイントには現地案内標識が設置され、ＱＲコードにスマートフォンをかざすと、その土地や景観にまつわる歴史や物語、周辺の観光情報などを知ることができます。

ビューポイント写真コンテスト

・ ビューポイントの魅力を多くの人にお伝えするため県で
は、平成28年度より写真コンテストを実施しています。

・ 4回目となった今年も四季折々の景観の素晴らしさ
を見事にとらえた力作が数多く寄せられました。

・ ２月18日に審査会を実施し、29作品が入選となり
ました。（うち5作品は県外からの応募）

・ 入選作品は、ホームページ、SNS、移動展示会等、
ビューポイントの広報に活用させていただきます。

【 令和元年度写真コンテスト概要 】

・ 募集期間

令和元年10月7日~令和２年1月31日

・ 応募作品数

65点（うち13点は県外からの応募）

・ 審査委員（敬称略）

山形県写真連盟会長 阿部直美 、

東北芸術工科大学教授 山畑 信博 、

山形県県土整備部長 角湯 克典

入選者には山形県内「道の駅」の特産品（2,500円相当）を贈呈しました。

令和２年3月

山形県県土利用政策課

・ 令和元年11月９日（土）、山形写真連盟会長
の阿部直美氏を講師に迎え、貸し切りバスで庄内地区
を巡る日帰りバスツアーを開催し、24名の県民の方から
ご参加いただきました。

・ 当日の天候は雨となりましたが、参加者の皆さんは、
ビューポイントの説明に熱心に耳を傾けながら、それぞれ
がおもいおもいにシャッターを切っていました。

・ 参加者からは、「また機会があったらぜひ参加したい。
料金の安さはおどろき。天候に関係なく楽しかった。ほか
のビューポイントもみてみたい。もう少し募集の枠を増や
しても良いのではないか。」等のご感想をいただきました。

←入選作品にはフォトツ
アーで撮影した写真もあ
りました。

松ヶ岡開墾場（鶴岡市） 風車群（庄内町） 眺海の森（酒田市）

日和山公園（酒田市） 山居倉庫（酒田市） 今回使用のバス（E旅）


